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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

2/3センター新患2名あり。

・西塚喜保様～現在、三沢市にて妻、孫と3人で生活している。

　　　　　　　　元々若い頃から金銭管理は必ず自分で行う人であった為、家族は金銭面については把握していない状況だった。H24年頃より、もの忘れがみられるようになり、買い物に出かけると同じものを購入してくることが増えてきていた。H24年秋頃より、妻から指摘を受けると怒ることや、些細な事に対して怒ることが増えてきたと家族は感じていた。高校生の孫が思い通りにならないと、妻にあたることが増えていた。前よりチラシを見て買い物に行くことが日課であったが、同じ物を何度も購入してくることが増えてきて、家族が困るようになった。また、テレビショッピングや通販が好きで、妻が不在中に注文をして、同じものを何度も購入するようになっていた。本人は「お金がない」と話すようになるが、家族には通帳等は渡さず、家族の管理は困難な状態。今回、南部町在住の次女（南部町保健師）より相談があり、認知症の鑑別診断の希望があり、相談を受ける。
　　　　　　　　9：00来院予定

・海老根敏子様～現在、八戸西病院整形外科に入院中（H26.1.23退院予定）。入院前は、八戸市にて妹と二人で生活していた(2世帯住居で、それぞれ1階2階に住んでいる)。

　　　　　　　　H24年頃より物忘れが見られるようになり、徐々にもの盗られ妄想が出現。本人の台所から調味料（味噌、食塩など）が無くなったと訴え、妹が盗んだと思い込み怒鳴りこみにいくことがあった。はじめは月1回程度であったが、徐々に2～3日に1回程度になり、H25年8月頃には毎日のように訴えるようになった。妹は本人に専門病院の受診を促しており、かかりつけ医の鹿内内科からも受診を勧められていたが、本人の拒否が強く受診には至っていなかった。H25年8月、以前喘息でかかっていたことのある八戸赤十字病院への受診を検討し、神経内科を受診。認知症と診断を受け、薬物療法を開始するが、本人の拒薬（パッチタイプのもの）があり、継続して内服は困難であった。また、夜間歩き回っている様子や、「ボイラーの音がひどくて眠れない(実際に壊れている)」と話すことがあった。歩行は安定しており、家事などもすべて自分で行っていた。その後ももの盗られ妄想が著しくみとめられており、H25年10月、夜22時頃

「物がない！」と本人が妹の部屋を訪れ、興奮性もみとめられ、近くにあった植木を投げつけようとしたところを妹が止めようとして転倒。その後八戸赤十字病院を受診し、大腿骨骨折と診断され、同院へ入院。その後しばらくは認知症状の悪化はなく落ち着いてすごしていた。H25.10.26リハビリテーション目的にて、八戸西病院へ転院。時折「物がなくなった」と物盗られ妄想がみとめられるが、易怒性・興奮性はみとめられず、落ち着いてすごすことができていた。リハビリテーションが終了となることから、H25.1.23同院退院予定であり、介護保険を申請（認定調査済み）。担当ケアマネージャーが居宅わえみ(岡田氏)であり、家族より物盗られ妄想の改善の希望、また、当法人のデイサービスの利用希望もあり、認知症の専門治療を希望し、当センターへ相談。

9：30来院予定
・馬場照子様～転院相談あり。月曜川端Ｄｒへ確認していく。平成25年1月、頭痛と左手の麻痺が出現し、八戸市立市民病院を受診したところ、脳腫瘍が見つかった。同院では治療が出来ないとのことで、東北大学病院へ入院し、手術を施行。退院後は月1回の頻度で東北大学病院へ通院。同年10月、2度目の手術を施行し3週間程入院治療を行い、その後も月1回の通院を継続していた。次女、次女の夫も仕事をしている為、仙台市への通院が負担となったため地元の病院を紹介してもらうこととなり、八戸市立市民病院への通院に切り替え、月1回抗がん剤の点滴を受けるために通院していた。自宅療養となっていたが、話を理解できないことや左側の麻痺があり、家族が自宅でみることが難しいと感じ、八戸市立市民病院へ相談したところ岸原病院を紹介され、平成26年1月10日から岸原病院に入院している。以前は歩けていたが、入院後より徐々に歩行が不安定になってきていることや、看護師から転倒防止の為歩き回らないように言われているが理解できずに歩き回ってしまうことの他に独語、幻覚が見えているような仕草がみられるようになった。前記の症状により常に見守りが必要な状態であり、病院側から家族に対して夜も付き添うようにと言われていたが夫婦ともに仕事をしている為、常に付き添うことは難しく、常に付き添わなくても良い病院や施設を探しているとのことで当院へ相談がある。現在は、3週間に1回程度、八戸市立市民病院へ抗がん剤の点滴を受けるために通っているが、今後手術等の積極的な治療は無理だと言われており、当院で最期を看取ってほしいと希望している。
